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【調査結果の概要】
１　全国の作付面積は６万8,500haで、前年産に比べ1,100ha（２％）減少した。
　　�収穫量は213万9,000ｔ、出荷量は179万5,000ｔで、前年産に比べそれぞれ２万8,000ｔ
（１％）、３万2,000ｔ（２％）減少した。

２　北海道の作付面積は４万7,100haで、前年産に比べ1,000ha（２％）減少した。
　　�収穫量は168万6,000ｔ、出荷量は150万1,000ｔで、前年産に比べそれぞれ４万7,000ｔ
（３％）、５万2,000ｔ（３％）減少した。
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作付面積
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収穫量 出荷量 対前年産比
（参考）
対平均
収量比

ha ㎏ ｔ ｔ ％ ％ ％ ％ ％
全国 68,500 3,120 2,139,000 1,795,000 98 100 99 98 100
北海道 47,100 3,580 1,686,000 1,501,000 98 99 97 97 99
青森 677 2,300 15,600 11,700 101 106 107 104 100
宮城 478 1,400 6,690 1,980 96 104 100 98 102
福島 978 1,640 16,000 2,190 98 101 98 100 93
茨城 1,630 3,030 49,400 42,500 101 117 118 120 103
千葉 1,140 2,610 29,800 24,900 98 108 106 107 108
長野 861 1,860 16,000 1,410 94 104 98 98 94
静岡 484 2,910 14,100 12,000 99 128 127 126 122
三重 170 1,260 2,140 1,350 96 124 118 118 104
岡山 151 1,100 1,660 297 88 110 97 96 94
広島 344 1,550 5,330 1,930 99 109 108 147 112
佐賀 101 2,330 2,350 1,690 98 104 102 104 108
長崎 2,340 2,910 68,100 59,500 100 103 102 103 105
熊本 517 2,550 13,200 9,940 99 128 127 127 118
宮崎 403 2,680 10,800 10,200 102 101 103 103 108
鹿児島 3,920 2,020 79,200 74,100 104 100 104 105 102
注：�「（参考）対平均収量比」とは、10ａ当たり平均収量（原則として直近７か年のうち、最高及び最低を除いた５か年の平均値）に対

する当年産の10ａ当たり収量の比率である。

※�令和４年２月９日に農林水産省大臣官房統計部から発表された資料から抜粋・編集して
いる。
　詳細は、同省のホームページ「統計情報の」以下のURLに掲載されている。
　https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_yasai/index.html#y5
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